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新型コロナウイルス感染拡大による 

いわれなき偏見と差別について（お願い） 
 

 新型コロナウイルス感染症については、日本国内においても感染の拡大が懸念

される中、感染者数に注目した報道も相まって、目に見えない未知のウイルスに

対しての国民の不安は日に日に強まっています。感染された方々の回復とすでに

亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、一日も早く新型コロナウイル

ス感染症の治療法と予防法が確立されることを願います。 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大とともに、全世界でアジア系の人々に対して

の差別的な言動も広がっており、報道以上に深刻な状況になっていることと思料

します。日本国内でもソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を中心

とした特定の国の人に対する憎悪発言の拡散、教育現場、職場や地域住民間にお

ける根拠のない虐めなど、二次被害ともいうべき事態が生じており、メンタルヘ

ルスを含めた種々の問題が起こりつつあります。 

 

 特定の国や地域の人々や、渡航歴のある人、感染症の疑いのある人に対する根

拠のない差別的な発言、偏見、人権侵害にあたる行為に、私たち精神保健福祉士

は、断固として反対の立場をとる必要があります。 

 

 障害や疾病があるだけで差別の対象とされる人々を守ること、誰も排除しない

社会の実現がソーシャルワーカーたる精神保健福祉士の使命です。今私たちにで

きることは、冷静に動向や実態を注視し、さまざまな分野、実践領域において支

援を必要としている人に関わる意志を持ち、適切な支援に取り組むことです。 

 

 構成員におかれては、隔離や治療を余儀なくされた人やその周辺の方々の困難

や、偏見や差別の対象となった人の苦しみに寄り添えるように、ぜひこの問題に

関心を払い、必要に応じた丁寧な支援を展開していただくようお願いいたします。 
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